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依存、疼痛、発達障害、うつ病の予防法と治療法の改善を⽬指す、
⼈に役⽴つ研究に挑戦する⼤学院⽣の皆様をお待ちしています
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＜疼痛＞
麻薬性鎮痛薬感受性個人差の
遺伝子メカニズムを解明して、
テーラーメイド疼痛治療の実現
を目指します。

＜AD/HD、うつ病＞
モデル動物を用いて治療薬の
作用機序を解明します。

＜依存＞
依存性物質は諸刃の剣

＜依存性物質＞

患者にとっても社会にとっても深刻な問題である薬物依存につい
て、分子レベル、動物レベル、ヒトレベルでメカニズムを解明して、
治療の向上に繋げます。
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